
政
府
・
与
党
は
５
日
、
消
費
税
を

増
税
し
、
同
時
に
社
会
保
障
を
大
改

悪
す
る
と
い
う
過
去
最
悪
の｢

一
体
改

悪｣

を
進
め
る
た
め
、「
社
会
保
障
改

革
本
部
」（
本
部
長
・
野
田
佳
彦
首
相
）

を
立
ち
上
げ
、
首
相
官
邸
で
初
会
合

を
開
き
ま
し
た
。
野
田
首
相
は
「
不

退
転
の
決
意
で
臨
む
」
と
強
調
し
、

消
費
税
増
税
の
時
期
や
上
げ
幅
、
社

会
保
障
改
悪
の
具
体
案
を
盛
り
込
ん

だ
素
案
を
年
内
に
も
ま
と
め
る
よ
う

指
示
。
最
悪
の
庶
民
い
じ
め
に
向
け

て
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
み
ま
し
た
。

※

※

※

６
月
の
「
一
体
改
革
」
成
案
で
は
、

消
費
税
を
２
０
１
０
年
代
半
ば
ま
で

に
段
階
的
に
１
０
％
ま
で
引
き
上
げ

る
と
し
て
い
ま
す
。

素
案
は
、
政
府
と
民
主
党
の
税
制

調
査
会
や
、
同
党
の
「
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
調
査
会
」（
会
長
・
細

川
律
夫
前
厚
労
相
）
で
詰
め
、
同
本

部
で
決
定
し
ま
す
。

一
方
、
厚
労
省
の
社
会
保
障
改
革

推
進
本
部
（
本
部
長
・
小
宮
山
洋
子

厚
労
相
）
は
同
日
、
同
省
と
し
て
の

社
会
保
障
「
改
革
」
案
の
と
り
ま
と

め
を
公
表
。
▽
基
礎
年
金
の
国
庫
負

担
（
２
分
の
１
）
分
を
恒
久
的
に
消

費
税
で
賄
う
▽
年
金
受
給
額
を
来
年

度
か
ら
段
階
的
に
２
・
５
％
引
き
下

げ
る
▽
保
育
へ
の
公
的
責
任
を
放
棄

し
、
保
育
を
市
場
化
・
産
業
化
す
る

「
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
を
創
設
す
る

―
た
め
の
法
案
を
来
年
の
通
常
国
会

に
提
出
す
る
と
明
記
し
ま
し
た
。

小
宮
山
厚
労
相
は
会
見
で
、
▽
７

０
〜
７
４
歳
の
医
療
費
の
窓
口
負
担

を
１
割
か
ら
２
割
に
倍
増
さ
せ
る
▽

外
来
診
療
の
た
び
に
１
０
０
円
程
度

を
上
乗
せ
す
る
受
診
時
定
額
負
担
を
導
入
す
る

―
な
ど
民
主
党
内
や
審
議
会
で
異
論
が
強
か
っ

た
案
に
つ
い
て
も
「
旗
を
降
ろ
し
て
い
な
い
」

と
強
調
。
来
年
の
通
常
国
会
へ
の
法
案
提
出
を

目
指
す
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

年
金
の
受
給
資
格
期
間
の
１
０
年
へ
の
短
縮

や
低
所
得
者
へ
の
加
算
は
消
費
税
引
き
上
げ
と

引
き
替
え
で
実
施
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

同
省
は
こ
の
と
り
ま
と
め
を
７
日
の
民
主
党

の
「
一
体
改
革
調
査
会
」
に
提
出
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
１
２
月
６
日(

火)

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
は
５
日
、

加
盟
国
で
の
貧
富
の
格
差
が
過
去
３
０
年
間
で

最
高
に
達
し
た
と
し
て
、
こ
れ
を
是
正
す
る
た

め
に
富
裕
層
へ
の
増
税
を
す
べ
き
だ
と
各
国
政

府
に
提
言
し
ま
し
た
。

△

△

△

報
告
書
に
よ
る
と
、
加
盟
国
全
体
で
上
位
１

０
％
の
平
均
所
得
は
、
下
位
１
０
％
の
９
倍
に

達
し
て
お
り
、
伝
統
的
に
貧
富
の
格
差
が
小
さ

か
っ
た
ド
イ
ツ
や
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
も
１
９
８
０
年
代
の
５
倍
か
ら
、
現
在
は

６
倍
に
広
が
り
ま
し
た
。
日
本
の
上
位
１
０
％

の
平
均
所
得
は
下
位
１
０
％
の
１
０
倍
で
、
９

０
年
代
の
８
倍
よ
り
広
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
の
富
裕
層
が
所

得
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
８
０
年
代
か
ら
２

０
１
０
年
の
３
０
年
間
で
上
昇
。
米
国
で
は
上

位
１
％
の
富
裕
層
の
占
め
る
割
合
が
、
７
９
年

の
８
％
か
ら
１
０
年
に
は
１
７
％
に
増
大
し
ま

し
た
。

報
告
書
は
「
所
得
に
占
め
る
最
富
裕
層
の
割

合
の
増
加
は
、
こ
の
集
団
が
、
よ
り
大
き
な
租

税
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」

と
指
摘
。「
富
裕
層
に
公
正
な
比
率
の
税
を
負
担

さ
せ
る
た
め
に
、
所
得
再
配
分
に
お
け
る
租
税

の
役
割
を
再
検
討
す
べ
き
だ
」
と
提
言
し
て
い

ま
す
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ア
ン
ヘ
ラ
・
グ
リ
ア
事
務
総
長

は
声
明
で
、「
格
差
拡
大
は
け
っ
し
て
必
然
で
は

な
い
」
と
語
り
、
富
裕
層
へ
の
増
税
で
格
差
是

正
は
可
能
に
な
る
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

財
務
省
が
資
料
作
成

財
務
省
が
、
諸
外
国
の
富
裕
層
に
対
す
る
課

税
強
化
措
置
に
関
す
る
資
料
を
ま
と
め
て
い
ま

す
。こ

の
資
料
は
、
同
省
が
政
府
税
制
調
査
会
全

体
会
合
に
提
出
し
た
「
金
融
・
経
済
危
機
を
背

景
と
し
た
欧
米
諸
国
に
お
け
る
議
論
」
と
す
る

資
料
。
こ
の
中
で
、
諸
外
国
の
富
裕
層
に
対
す

る
課
税
強
化
措
置
を
列
挙
し
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
８
月
に
発
表
し
た
財
政
赤
字

削
減
計
画
の
中
で
、
利
子
や
配
当
な
ど
の
資
本

所
得
に
関
わ
る
社
会
保
障
関
連
諸
税
を
２
０
１

１
年
分
か
ら
１
２
・
３
％
を
１
３
・
５
％
へ
増

税
。
イ
タ
リ
ア
は
、
３
０
万
ユ
ー
ロ
（
約
３
１

２
０
万
円
）
を
超
え
る
所
得
に
対
し
て
、
３
％

の
所
得
付
加
税
（
１
１
年
〜
１
３
年
の
時
限
措

置
）
を
導
入
。
ス
ペ
イ
ン
は
、「
富
裕
税
の
復
活

に
関
す
る
勅
令
法
」（
１
１
年
９
月
成
立
）
で
、

７
０
万
ユ
ー
ロ
を
超
え
る
資
産
に
対
し
て
０
・

２
〜
２
・
５
％
の
富
裕
税
（
１
１
年
、
１
２
年

の
時
限
措
置
）
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。

欧
米
の
富
豪
ら
「
我
々
に
課
税
を
」

財
務
省
の
資
料
は
、
欧
米
の
富
豪
ら
が
「
我
々

に
課
税
を
」
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
投
資
家
で
あ
る
ウ
ォ
ー

レ
ン
・
バ
フ
ェ
ッ
ト
氏
は
、
手
記
で
「
超
高
所

得
者
層
へ
の
甘
や
か
し
の
停
止
」（
米
紙
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
８
月
１
４
日
付
）
を
主
張
。

フ
ラ
ン
ス
の
リ
リ
ア
ン
・
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
氏

（
化
粧
品
会
社
、
ロ
レ
ア
ル
創
業
者
の
娘
）
ら
１

６
人
の
富
豪
は
、
週
刊
誌
『
ヌ
ー
ベ
ル
・
オ
プ

セ
ル
バ
ト
ゥ
ー
ル
』
で
、「
我
々
に
課
税
せ
よ
」

と
嘆
願
し
て
い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
の
ル
カ
・
デ
ィ
・

モ
ン
テ
ツ
ェ
モ
ロ
氏
（
自
動
車
メ
ー

カ
ー
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
社
長
）
は
、

「
高
所
得
者
層
に
要
請
を
行
う
べ
き

だ
」（
英
紙
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
８
月
２

９
日
付
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
１
２
月
７
日(

水)

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
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田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570
(事務局）池田年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp

三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

福 祉 削 減 消 費 税 １０％ へ

東
日
本
地
震
へ
の

救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

「
一
体
改
悪
」

首
相
、
年
内
素
案
指
示

格
差
是
正

富
裕
層
増
税
で

過
去
３
０
年
で
差
最
高

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
提
言

フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン

各
国
で
課
税
強
化

厚
労
省
が
来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す

る
と
し
た
主
な
項
目

【
提
出
】

●
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
（
２
分
の
１
）
を

消
費
税
で
恒
久
的
に
ま
か
な
う

●
年
金
額
を
来
年
度
か
ら
２
・
５
％
削
減

●
保
育
を
市
場
化
・
産
業
化
す
る
保
育
新
シ

ス
テ
ム

【
提
出
を
引
き
続
き
検
討
】

●
７
０
〜
７
４
歳
の
医
療
費
窓
口
負
担
１
割

↓
２
割

●
市
町
村
国
保
の
財
政
運
営
の
都
道
府
県
単

位
化

●
短
時
間
労
働
者
の
被
用
者
保
険
適
用
拡
大

●
受
診
時
定
額
負
担
導
入
と
高
額
療
養
費
の

見
直
し

●
国
保
組
合
へ
の
国
庫
負
担
削
減

●
共
済
年
金
の
引
き
下
げ



ご
意
見
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

十
二
月
議
会
は
、
子
育
て

に
関
係
す
る
議
題
が
多
い
の

が
特
徴
的
で
し
た
。

ま
ず
保
健
セ
ン
タ
ー
を
、

宮
古
の
健
康
づ
く
り
プ
ー
ル

跡
地
に
四
月
移
転
す
る
事
に

決
定
。
学
童
保
育
を
四
月
か

ら
民
間
委
託
す
る
事
に
決
定
。

町
立
宮
古
保
育
園
無
償
譲
渡

（
町
立
保
育
園
ゼ
ロ
に
）
。

更
に
南
小
学
校
給
食
民
間
委

託
（
偽
装
請
負
に
該
当
す
る
）
。

こ
れ
で
町
は
子
育
て
に
責
任

を
負
っ
て
い
け
る
と
言
え
る

の
で
し
ょ
う
か
？
疑
問
だ
ら

け
で
す
。

十
二
月
議
会
閉
会
の
翌
日
、

議
会
報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。

町
民
の
方
々
か
ら
は
「
ご

み
清
掃
工
場
は
、
一
体
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？
」
「
な

ぜ
南
小
学
校
の
給
食
を
民
間

委
託
に
す
る
の
か
？
」
「
町

は
き
ち
ん
と
町
民
に
説
明
す

べ
き
で
は
な
い
か
」
「
自
主

防
災
は
？
水
害
に
対
し
て
の

対
策
は
？
」
「
職
員
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
ど
う

努
力
し
て
い
る
か
？
」
「
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
使
い
勝

手
が
悪
い
。
改
善
し
て
欲
し

い
」
「
地
方
自
治
体
の
職
員

は
地
元
の
人
で
あ
る
べ
き
で

は
な
い
か
」
な
ど
率
直
な
意

見
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
聞
い

て
い
る
と
、
広
報
だ
け
で
な

く
町
か
ら
の
説
明
を
直
接
聞

き
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

町
と
し
て
も
住
民
の
目
線

に
立
ち
、
皆
さ
ん
と
の
対
話

の
中
で
共
に
町
づ
く
り
を
進

め
る
と
い
う
姿

勢
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

田
原
本
町
議
会
議
員

森

良
子

１
２
月
議
会

三
宅
町
議
会
の
第
３
回

(

１
２
月)

定
例
議
会
が
９
日
、

午
前
９
時
半
か
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
議
会
は
、
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
、

上
水
道
な
ど
の
５
補
正
予
算

を
は
じ
め
、
条
例
関
係
（
特

別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
の
条
例
改

正
、
一
般
職
の
給
与
に
関
す

る
条
例
改
正
、
暴
力
団
排
除

条
例
の
制
定
）
３
議
案
、
指

定
管
理
者
の
指
定(

継
続)

と

し
て
あ
ざ
さ
苑
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
上
但
馬
老

人
憩
い
の
家
、
三
河
老
人
憩

い
の
家
、
但
馬
老
人
憩
い
の

家
、
上
但
馬
老
人
憩
い
の
家

の
６
議
案
、
諮
問
議
案
と
し

て
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満

了
に
基
づ
く
継
続
の
議
案
が

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
全
議
案

を
全
議
員
賛
成
で
可
決
し
、

１
日
で
終
わ
り
ま
し
た
。

議
案
採
決
の
あ
と
、
一
般

質
問
（
５
議
員
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
一
般
質
問
の
項
目

は
、
施
設
の
有
効
活
用
の
公

募
の
対
象
・
時
期
に
つ
い
て
、

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
に

つ
い
て
、
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
つ
い
て
、
行
政
無
線

戸
別
受
信
機
の
活
用
に
つ
い

て
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

公
園
の
見
直
し
ま
た
は
新
た

な
設
置
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
制
度
の
再
質
問
、
福
祉

施
設
あ
ざ
さ
苑
に
つ
い
て
、

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
、
と
な
っ

て
い
ま
す
。

三
宅
町

池
田

年
夫

町
立
保
育
園
を
タ
ダ

で
売
却

今
十
二
月
議
会
で
、
町
立

宮
古
保
育
園
を
（
社
会
福
祉

法
人
）
愛
和
会
に
無
償
で
譲

渡
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。譲

渡
目
的
は
、
①
愛
和
会

に
譲
渡
し
て
建
替
え
を
し
て

も
ら
う
②
建
替
え
に
よ
り
定

数
を
増
や
し
待
機
児
童
を
解

消
す
る
で
す
。

宮
古
保
育
園
の
建
物
は
、

鉄
骨
造
り
で
耐
用
年
数
三
〇

年
。
残
存
価
格
三
七
百
万
円
、

備
品
価
格
一
三
〇
万
円
。
こ

れ
だ
け
の
も
の
を
無
償
で
譲

渡
す
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
で
、

町
立
保
育
園
は
無
く
な
り
ま

す
。
担
当
部
長
は
、
宮
古
保

育
園
と
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

と
強
弁
。
本
当
で
し
ょ
う
か
？

民
間
委
託
で
あ
っ
て
も
町
立

の
場
合
は
、
町
と
し
て
検
査

や
監
査
、
指
導
が
で
き
ま
す
。

全
く
民
間
と
な
れ
ば
別
で
す
。

法
律
関
係
が
全
く
違
い
ま
す
。

児
童
福
祉
法
に
は
、
第
２
条

「
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童

の
保
護
者
と
と
も
に
児
童
の

心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成

す
る
責
任
を
負
う
」
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
今
の
町
は
、

保
育
業
務
を
「
入
園
受
付
、

保
育
料
徴
収
、
退
園
受
付
」

の
事
務
処
理
に
限
定
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
子
育
て
を
応

援
し
若
者
が
住
み
た
く
な
る

町
づ
く
り
に
程
遠
い
状
況
で

す
。
譲
渡
に
反
対
し
た
の
は

日
本
共
産
党
議
員

団
だ
け
で
し
た
。

田
原
本
町
議
会
議
員

吉
田

容
工

説
明
不
足

皆
既
月
食
残
念
で
し
た
ね
。

今
回
は
ほ
と
ん
ど
真
上
で
展

開
し
て
く
れ
る
の
で
、
欠
け

始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
の
全

経
過
を
日
本
全
国
で
観
測
で

き
る
と
の
事
で
し
た
ん
で
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
ん
で
す

が
。記

憶
に
は
有
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
の
七

月
以
来
ら
し
い
で
す
ね
。
と

こ
ろ
が
、
肝
心
の
十
日
の
深

夜
は
、
そ
の
日
の
午
後
か
ら

雨
模
様
と
な
り
、
結
局
、
月

食
の
起
こ
る
時
間
帯
に
は
雨

は
上
が
り
ま
し
た
が
雲
が
切

れ
ず
仕
舞
い
で
、
ほ
と
ん
ど

見
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
よ
ね
。
こ
れ
、
こ
の
辺
で

は
川
西
町
の
上
空
だ
け
だ
っ

た
ん
で
し
ょ
う
か
。
次
回
は

二
〇
一
四
年
十
月
八
日
と
の

事
で
す
。
晴
れ
る
事
を
祈
る

ば
か
り
で
す
ね
。

さ
て
、
こ
の
間
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
加
反
対
」
と
「
原
発

撤
去
」
を
求
め
る
署
名
の
お

願
い
で
、
順
次
皆
さ
ん
の
元

へ
お
伺
い
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
節
は
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
そ
こ
で
の

ご
意
見
は
、
賛
否
様
々
で
す

が
、
原
発
撤
去
は
大
方
の
皆

さ
ん
が
賛
意
を
示
し
て
頂
い

て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
方

は
、
半
々
か
ち
ょ
っ
と
反
対

の
方
が
多
い
か
な
と
言
う
感

じ
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
よ
う
わ
か
り

ま
せ
ん
な
ぁ
」
と
言
わ
は
り

ま
す
。
意
味
す
る
事
は
、
政

府
が
全
く
不
十
分
な
説
明
で

事
を
進
め
て
い

る
と
言
う
事
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也


